
 

                                
 

今年もあとわずかになりました。毎日唱えたかけ算九九、初めて体験することも多くあっ

た校外学習、心を一つに演奏した学習発表会・・・。頑張ったことや様々な経験がそれぞれ

の子どもたちの力となり、身体とともに心も成長してきているように感じます。 

冬休みは、ご家庭でお子様と向き合う時間が普段より多く取れるのではないかと思います。

年末の大掃除や料理を一緒にしたり、かけ算九九をゆっくりと聞いたり、昔遊びをしたりす

るチャンスだと思います。ご家庭で楽しく有意義な冬休みをお過ごしください。１月７日に、

また元気な子どもたちに会えるのを楽しみにしています。 

保護者の皆様には、多方面にわたりご協力をいただき、ありがとうございました。 

どうぞ、よいお年をお迎えください。 

 

       

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬休みの学習 

＜かならず すること＞ 

☆ふゆのびのびのワーク (丸付けもする) 

☆なわとび（「なわとびカード」にしるしをする） 

☆九九のれんしゅう 

☆お手伝い 

☆読書 

 

＜できたらすること＞ 

☆自しゅ学しゅう 

☆パソコンを使った学習(ドリルパーク タイピングランドなど) 

☆第１８３回 書き初め展覧会（学校締切 １月７日） 

課題：「里山にはるを見つけました。」  

規定の用紙に黒色フェルトペンで書きます。 

作品の左側に氏名を書きます。学年は不要です。 

学校で左上に校名印を押します。 

※規定外の用紙での作品は入賞の対象となりませんのでご注意ください。 

 

☆「おか山っ子」作品募集（学校締切 １月７日） 

  ・生活文（２年生４００字詰原稿用紙２枚以上３枚以内） 

  ・詩    

・その他の作文（日記、童話、小説、手紙など） 

  １行目に文題、２行目に学校名（倉敷市立）・学年・名前（ふりがな）、 

３行目から本文。 

倉敷市立老松小学校 

第２学年 学年便り 

令和７年度 冬休み号 

スマイル 

 



＜お知らせとお願い＞ 

● 冬休み中、タブレットを持ち帰りますが、使い方や扱い方をお子様ともう一度ご確

認をお願いいたします。 

   

 

 

 

 

 

 

● 持ち帰ったいすカバーやお道具かごなどの点検をお願いします。のりやクーピー、セ

ロハンテープ、クレヨンで足りないものもあるようです。補充しておいてください。その

際、記名も必ずしてください。 

● 体育館シューズがきつくなっていないか確かめてください。 

● 視覚障がい者支援の寄付として、書き損じはがきと未使用の切手やテレホンカードを

集めています。ご協力をよろしくお願いします。持ってくる日は後日お知らせします。 

● 落として無くしたり、汚してしまったりすることもありますので、予備のマスクやハ

ンカチ、ティッシュをランドセルに入れておきましょう。 

● 置き傘は、冬休み中学校に置いておきます。 

冬休みのくらし 
  「冬休みのやくそく」をもとに、ご家庭で話し合って約束を決めてください。  

  自転車の乗り方・帰る時刻・お金の使い方には、特に気を付けるようにしてください。

約束を守って、楽しい冬休みになりますようよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

３学期始業式  １月７日（水） 

３校時 一斉下校 １１時４０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休み中、何かありましたら、学校へご連絡ください。 

℡０８６－４２２－６６００（８：３０～１６：４５） 

１２／２７から１／４までは学校閉庁日です。 

 

《もってくるもの》 

 □青ファイル･れんらくちょう        □いすカバー  

 □ぞうきん（１まい）           □体いくかんシューズ          

 □月曜セット               □どうぐかご              

 □つうちひょう（印を押して）       □冬休みのしゅくだい            

 

※タブレットは、８日（ケースに入れて）に持ってきましょう。 

※図書の本は、次の図書の時間に持ってきましょう。 

・タブレットは大切に扱いましょう。 

・タブレットの置き場所を決めて使い終わったら、片づけましょう。 

・長時間は使わないようにしましょう。 

・水筒などは近くに置かず、水がかからないように気を付けましょう。 

・ネットモラルに気を付け、危険な使い方がないようにしましょう。 

 


